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家庭学習の手引き 家庭学習の手引き 

1，2 年生の皆さんへ 



学 力
がくりょく

をつけるためのポイント  

 

① 学力
がくりょく

の基盤
き ば ん

は生活
せいかつ

習慣
しゅうかん

 

 学力
がくりょく

というものは毎日
まいにち

こつこつと努力
どりょく

を積み重ねることでしか身
み

につき

ません。そのためにはまず生活
せいかつ

習慣
しゅうかん

を整えることが重要
じゅうよう

です。 

生活
せいかつ

のリズムが乱
みだ

れていては学習
がくしゅう

を続
つづ

けることができなくなり，学力
がくりょく

が身
み

につきません。 

 

② 学校
がっこう

での学習
がくしゅう

 

 まずは授業
じゅぎょう

が勝負
しょうぶ

です。 

「わかりたい」という気持
き も

ちをしっかり持
も

って，授業
じゅぎょう

に臨
のぞ

みましょう。 

 

１．体調
たいちょう

を整える。 

２．３度の食事
しょくじ

をきちんと取る
と

。 

（特
とく

に朝 食
ちょうしょく

。朝 食
ちょうしょく

を摂
と

らないと脳
のう

が活発
かっぱつ

に働
はたら

かない。） 

３．遅刻
ち こ く

をしない。（自分で起
お

きる） 

４．忘
わす

れ物
もの

をしない。（持
も

ち物
もの

は前日
ぜんじつ

にそろえる） 

５．夜
よる

遅く
お そ く

に勉強
べんきょう

しない。（早
はや

い時間
じ か ん

にする） 

 

１．先生
せんせい

の話
はなし

や友達
ともだち

の意見
い け ん

をしっかり聴
き

く。 

（ノートを書
か

きながら聴
き

くと内容
ないよう

は頭
あたま

に入っていかない。） 

２．わからないことは，その授業
じゅぎょう

があった日
ひ

に解
かい

決
けつ

しよう。 

  （先生
せんせい

や友達
ともだち

に質問
しつもん

しよう。質問
しつもん

する力
ちから

も学力
がくりょく

のうち。） 

３．進
すす

んで発表
はっぴょう

する。 

（発表
はっぴょう

したことはよく覚
おぼ

えられる。） 

４．ノートは授 業 中
じゅぎょうちゅう

にまとめる。 

（黒板
こくばん

を写
うつ

すだけでなく，ポイントなどはメモを取
と

る。） 

５．まちがいはチャンス。 

   （間違うことで，内容が強く印象に残ります。） 



③ 家庭
か て い

での学習
がくしゅう

 

 たとえ宿題
しゅくだい

がなくても，毎日
まいにち

の家庭
か て い

学習
がくしゅう

が大事
だ い じ

です。それは授業
じゅぎょう

で理解
り か い

したことについて時間
じ か ん

をかけて覚
おぼ

え，何回
なんかい

も練習
れんしゅう

することが必要
ひつよう

な教科
きょうか

も

あるからです。だらだらと長
なが

い時間
じ か ん

をかけるより，集 中
しゅうちゅう

して取
と

り組
く

む

ことが必要
ひつよう

です。毎日
まいにち

必
かなら

ず家庭
か て い

学習
がくしゅう

を行
おこな

う時間
じ か ん

をつくりましょう。 

 

では，各教科
かくきょうか

の学習
がくしゅう

の仕方
し か た

を参考
さんこう

に効果的
こ う か て き

な勉強
べんきょう

を続
つづ

けよう。  

｢継続
けいぞく

は力
ちから

なり｣ 
 

１．宿題
しゅくだい

は必
かなら

ずする。 

 

２．学習
がくしゅう

を習慣化
しゅうかんか

する。 

決
き

まった時間
じ か ん

に，決
き

まった場所
ば し ょ

で学習
がくしゅう

する。遅
おそ

くまで勉強
べんきょう

して

も思
おも

ったほど効果
こ う か

は上
あ

がりません。それどころか生活
せいかつ

のリズムを

乱
みだ

し，朝
あさ

起
お

きられなくなります。さらに学校
がっこう

の授業
じゅぎょう

が集 中
しゅうちゅう

でき

ず，悪循環
あくじゅんかん

になってしまいます。 

 

３．テレビを見
み

ながら･･･，音楽
おんがく

を聴
き

きながら･･･携帯
けいたい

をいじりなか

ら･･･といったような「ながら」勉強
べんきょう

はしない。 

  テストも静
しず

かな環境
かんきょう

で受
う

けます。だからこそ，集 中
しゅうちゅう

できる環境
かんきょう

で勉強
べんきょう

しましょう。 

 

４．自分
じ ぶ ん

にあった学習
がくしゅう

の仕方
し か た

を工夫
く ふ う

・改善
かいぜん

する。 

教科書
きょうかしょ

や参考書
さんこうしょ

をただぼんやり眺
なが

めていても効果
こ う か

は上
あ

がりませ

ん。声
こえ

を出
だ

して読
よ

んでみたり，ノートに何度
な ん ど

も書
か

いたりして覚
おぼ

え

よう。要点
ようてん

をノートにまとめ，図
ず

や表
ひょう

や式
しき

を書
か

くことは理解
り か い

を助
たす

けます。 

 

５．『自主
じ し ゅ

勉強
べんきょう

ノート』を，毎日
まいにち

提出
ていしゅつ

をする。 

 

６．自分にあった問題集を購入して学習する。 

問題を解いたら必ず答えを確認し，間違えたものは２度，３度と

やり直し，同じ間違いを繰り返さないための学習が大切です。 

 



 

国語  

こ く ご

 

国語の力をつけるためのポイント 

 

①　 何よりも授業を大切にする。 

  　（忘れ物をしない。しっかり話を聞く。発表する。提出物を必ず出す） 
 

②　 教科書を音読する。 

　 　 （黙読よりも目、耳、口を使うことで効果あり） 

 

③　 現在習っているところの、分かりにくい言葉の意味を調べる。 

 

④　 新出漢字や新出音訓を覚える。 

 

⑤　 授業で使ったプリントをこまめに振り返る。 

 

⑥　分からないところはしっかり質問する。 

 

⑦　短い文章を読んで、感想文や要旨を書き留める。 
よう し

 
　 ＜家庭学習の仕方＞ 

  【ふだんの勉強のしかた】 

・　新出漢字を繰り返し書いて練習する。 

・　文法や慣用句など、プリントやワークを使ってまとめる。 

・　授業で習った問題をノートを使って繰り返し解く。 

 

　【定期テストに向けての勉強のしかた】 

・　教科書を音読する。 

　 　（※テストでは問題を読まなくても内容が分かるくらいまでやってみよう） 

・　ワーク・漢字マスターを繰り返しやる。 

・　授業で使ったプリントを見直す。

 

 　



数学  

す う が く

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

　数学の力をつけるためのポイント 
すうがく ちから

　① 授業を大切にする 
じゆぎよう たいせつ

　　○遅刻、忘れ物をしない。 
ち こく わす もの

　 

　　○説明を聞くときと、ノートに書くときの区別をつける。 
せつめい き か く べつ

　 先生の説明は集 中して聴くこと。ノートはただ写すだけではなく、 
せんせい せつめい しゆうちゆう き うつ

 理解しながら書くこと。計算は途中の式もきちんと書くこと。 
り かい か けいさん と ちゆう しき か

　 

　  ○わからないことは質問する。 
しつもん

　　    説明を聞いてわからなかったことはそのままにしないで、班の人や 
せつめい き はん ひと

      先生に聞いてその日のうちに理解することが大事。 
せんせい き ひ り かい だい じ

 

  ② 家庭学習をがんばる（復習を中心に！) 
か ていがくしゆう ふくしゆう ちゆうしん

　  ○計算練習 を欠かさない。 
けいさんれんしゆう か

　なんと言っても計算は数学の問題を解くカギ。毎日の計算練習だけ
い けいさん すうがく もんだい と まいにち けいさんれんしゆう

は欠かさないようにしましょう。「計算問題を１０分間解く」、「その日 
か けいさんもんだい ぷんかん と ひ

解いた例題をもう一度家で解いてみる」など、少しでも数学を復習す
と れいだい いち ど いえ と すこ すうがく ふくしゆう

る時間をつくりましょう。 
じ かん

 

　  ○計算の途中 の式もきちんと書く。 
けいさん と ちゆう しき か

 どんな解き方をしたのか、計算の途中の式もきちんと書くことが大切。
と かた けいさん と ちゆう しき か たいせつ

答えが間違っていたら、どこでどう間違えたかをチェックすることが力
こた ま ちが ま ち が ちから

をつけるもとになります。 

　 

　  ○いろいろな法則や用語の意味を正しく理解する。 
ほうそく よう ご い み ただ り かい

数学では、法則（共通の約束事）が土台になっています。この約束事
すうがく ほうそく きようつう やくそくごと ど だい やくそくごと

や用語の意味は正しく覚え、守らなければなりません。 
よう ご い み ただ おぼ まも

  
  　○わからない点をそのままにしない。 

てん

　    数学は積み上げの教科で、学習したことがらをもとにして、その上に次 
す う がく つ あ きよう か がくしゆう うえ つぎ

　 の段階の学習が行われます。ですから、わからない点をそのままにして
だんかい がくしゆう おこな てん

　 おくと、次のステップの学習内容もよけいにわからなくなります。わか 
つぎ がくしゆうないよう

   らないままに先へ進まないことが大切です。　　
さき すす たいせつ



社会  

し や か い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                                            
                                    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 授業について 

じ ゆ ぎ よ う

 

１　忘れ物をしない。 
わす もの

２　先生の話をよく聴く。 
せんせい はなし き

３　ノートにしっかりまとめる。 

 ポイント  

 ・丁寧な文字で書き，後で使えるノートにしましょう。  
ていねい も じ か あと つか

 ・見出しや学習課題をページの頭（最初）に書きましょう。  
み だ がくしゆう か だい あたま さいしよ か

 ・余白ができても詰めないで，次の授業（単元）は新しいページ  
よ はく つ つぎ じゆぎよう たんげん あたら

から書き始めましょう。  
か はじ

 ・自分の意見や調べた内容は消さないで置いておき，他の意見や  
じ ぶん い けん しら ないよう け お た い けん

内容はさらに書き足すようにしましょう。
ないよう か た

４　自分なりの意見を考え，表現する。 
じ ぶん い けん かんが ひようげん

・理由や根拠をもとに考えよう。 
り ゆう こんきよ かんが

 

 家庭学習について 

か て い が く し ゆ う

【ふだんの勉強のしかた】 
べんきよう

１　教科書を読み返しましょう。 
きよう か しよ よ かえ

　　　教科書は最高の参考書です！！何度も読み返そう。 
きよう か しよ さいこう さんこうしよ なん ど よ かえ

２　自主学習ノートに取り組みましょう。 
じ しゆがくしゆう と く

①教科書の本文を書き写す。 
きよう か しよ ほんぶん か うつ

②授業ノートをもう一度書いてみる。 
じゆぎよう いち ど か

③ワークの問題を解いていく。 
もんだい と

 

【定期テストに向けての勉強のしかた】 
てい き む べんきよう

１　早めにテスト勉強に取りかかる。 
はや べんきよう と

２　ワークを繰り返ししよう。 
く かえ

・答えを隠して何度もくり返し解いていきましょう。 
こた かく なん ど かえ と

・自主学習ノートを利用し，答えを書いて覚えよう。 
じ しゆがくしゆう り よう こた か おぼ



 

　 　 　 　  理科  

り か

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 

 

 授業でのポイント 

じ ゆぎよう

○先生の話 をしっかり聴く。 
せんせい はなし き

　　 　先生の話は，教科書の大事な内容をまとめてあるので集 中して話
せんせい はなし きょう か しょ だい じ ないよう しゆうちゆう はなし

　　　を聞く。また，話を聞くときとノートを取るときは区別する。 
き はなし き と く べつ

 

○観察や実験は班で 協 力 し，取り組む。 
かんさつ じっけん はん きょうりょく と く

　　   話を聞くことよりも，実際にみんなで協 力して，取り組んだことの方
はなし き じっさい きょうりょく と く ほう

　　  が頭に残りやすい。 
あたま のこ

 

○班で教えあいをしながら学習 に取り組む。 
はん おし がくしゅう と く

　     教えられる方は，勉強になることはもちろん，教える方も理解して 
おし ほう べんきょう おし ほう り かい

     ないと教えられないので，勉強になる。 
おし べんきょう

 

 家庭学習のポイント 

か て い が く しゅう

○授 業での 重 要ポイントを 中心にその日のうちに復習 を。 
じゆぎよう じゅうよう ちゅうしん ひ ふくしゆう

　　   黒板に黄色やオレンジ色で書いた重要単語を中心に，観察や実験の
こくばん き いろ いろ か じゅうようたん ご ちゅうしん かんさつ じっけん

     注意点や結果をノートや教科書を見て，授業のあった日に復習する。
ちゆう い てん けつ か きょう か しょ み じゆぎよう ひ ふくしゅう

     探究の理科や，理科ノートの問題を丁寧に仕上げていきましょう。 
たんきゆう り か り か もんだい ていねい し あ

 

○テスト前は，プリント，探究 の理科，理科ノートを何度もやり直す。 
まえ たんきゆう り か り か なん ど なお

       人間は忘れる生き物です。テスト前はまず授業 中に配ったプリント
にんげん わす い もの まえ じゆぎようちゆう くば

     を解答欄を隠しながら２，３回解き直します。最終チェックで理科ノ 
かいとうらん かく かい と なお さいしゆう り か

     ートや探究の理科を見直すと力がつきやすいです。 
たんきゆう り か み なお ちから

 

○理科に関係のあるテレビ番組やニュースなどを見る。 
り か かんけい ばんぐみ み

　　   理科に関係することを目にするだけでも勉強になることもあります。
り か かんけい め べんきょう

    難しいテレビ番組やニュースだけでなく，アニメやマンガ（参考に･･･ 
むずか ばんぐみ さんこう

    もやしもん，宇宙 兄弟，テラフォーマーズ，はたらく細胞など）でも 
う ちゅうきょうだい

    かまいません。理科は難しいものではなく，身近なものなんだというこ
り か むずか み ぢか

    とを意識 してほしいです。 
い しき



英 語  

                     

  【授業でのポイント】 

   ○集中して聴く。 

  授業では説明をしっかり聞いて，重要ポイントを理解しましょう。  

  黒板の内容をきちんとノートにまとめることはもちろん，大事なことは 

  しっかりメモしましょう。 

  ○声に出して発音する。 

  英語をよく聞いて大きな声で発音しましょう。  

  ○いろいろな活動に積極的に取り組む。 

  英語は , ことばの学習です。ただ黙って座っているだけでは身につきません。 

  「読む・聞く・話す・書く」などの活動に積極的に取り組みましょう。 

 

  【家庭学習のポイント】 

  ○授業で習ったところを、徹底的に復習する。 

  ①音読（ 英単語・基本文・本文を声に出して読みましょう。）  

 ②その後で，繰り返し読んだり書いたりましょう。 

  （単語カード・基本文カードを作り，自分でテストをしてみましょう。）   

忘れていても、繰り返し思い出すことで定着していきます！ 

  ③教科書を学習した後は ,まとめとしてワークをしましょう。    

  ○予習をして授業をうける。  

    単語の意味調べをし，教科書の本文を音読してきましょう。    

   ○英語に触れる機会を作ろう。 

・ＡＬＴの先生に積極的に話しかけましょう。 

・英語の本（絵本や小説など）を読みましょう。 

（英語教室や図書室にあります。） 

  ・タブレットを有効に活用しましょう。  

   ミライシードやキュビナなどの問題にチャレンジしましょう。  

   ・英語で日記や手紙などを書いてみましょう。 

辞書を利用して書くことで語彙力や表現力が身につきます。  

 

 


